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農業環境インベントリー研究の現在と将来展望

上沢 正志農業環境インベントリーセンター長

昨年 月１日に10

就任しました。農業

環境インベントリー

は、農業環境に関わ

る標本・情報（デー

タ・手法）の銀行で

あり、標本・情報を

入手、あるいは、寄

贈・提供のために立

ち寄るプラットフォ

。 、ームでもあります インベントリーセンター長は

さしずめ、銀行の営業本部長であり、また、駅長

といったところです。当センターは、土壌、昆虫

および微生物の分類研究室で構成されている異業

種の集合体で、研究室長は各領域の業務部長とい

ったところでしょう。

土、水、大気および生物等の農業環境資源に関

する標本・情報は、データベースとしてまとめら

れることが一般的になりつつあります。当センタ

ーでも、資金と時間を費やして得られた標本や情

報のデータベース化とインターネットでの公開に

取り組んでいます。平成 年度には、各方面の14

協力を得て、農業環境インベントリーの構成要素

としての各種データベース６件をインターネット

公開し、また、農業環境研究成果情報２件を発信

できました。さらに、これらの成果を取りまとめ

「 」 。た年刊誌 インベントリー 第２号を発刊します

公開したデータベース等を研究・行政等に活用い

ただいて、付加価値を付けていただけましたら、

これを利子として、当センターへ提供願う次第で

す。元本に加えて利子が積もって、農業環境イン

ベントリーが充実し、農業環境資源に対する理解

等が高まり、資源の持続的な活用にむけた新たな

ビジネスの誕生や安全で安心できる環境の次世代

への継承を願っています。

異業種の集合による相乗効果の発揮、具体的な

成果が求められています。当面は、既に述べまし

た各領域における標本や情報の集積・データベー

ス化・公開が、また、対象とする農業環境資源の

変動解析等が課題です。さらに、当所内外に集積

している農業環境関係のデータベースを検索・結

合して、特定の地域・流域・国等における環境を

総合的に評価し、環境がどう変化してきたのか、

あるいは、現在の農業生産活動と環境との関係を

鮮明に把握できるインベントリーシステムを開発

したいと考えています。

必要な情報を検索・結合するためには、各種情

報に場所と時間の項目は不可欠で、データベース

構造の標準化が必要です。さらに、環境構成要素

としての土、水、大気、植物、昆虫および微生物

等をそれぞれ環境保全の面から評価する指標の開

発、指標の総合化により結果を表示する手法も必

要です。これらは、健全な農業環境資源の次世代

への継承や環境と共生する農業生産技術の再構築

に寄与する、大変やりがいのある今後の研究問題

です。当所内外の研究成果の活用や共同研究によ

、 、 、り できる限り早急に システムの原型を作成し

農業環境の総合的評価結果のイメージを示したい

と考えています。当センターホームページの「農

業環境インベントリー」からこれら必要な情報が

引き出せ、様々な分野で活用されることを願って

います。

やアメリカでも、それぞれ近隣の地域をイEU

ンベントリー研究の対象としています。当センタ

ーも水田農業の盛んなモンスーンアジアにおける

農業環境インベントリー研究の中核として機能し

たいと考えています。充実した農業環境インベン

トリーの構築と研究のために、是非とも関係者の

知恵と情報と資金の各方面にわたるご支援とご協

力をお願いします。
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